
 
平成２４年度 第７回公立大学法人鳥取環境大学経営審議会 議事要旨 

 
○ 日 時 平成２５年３月２９日（金） １４：００～１５：５０ 
○ 場 所 鳥取環境大学 大会議室（本部講義棟３階） 
○ 出席者 古澤巖理事長、河原正彦副理事長、田中洋介理事、道上正䂓理事、

若原道昭理事、清水昭充委員、林田英樹委員、山田憲典委員、吉田

圭子委員 [9 名/10 名] 
○ オブザーバー 葉狩弘一監事、松本美惠子監事 

 
【議事】 

１ 前回議事要旨の確認 

   原案のとおり了承。 
 
 ２ 報告事項 

 （１）近況報告 

    事務局から資料に基づき在籍者の状況、就職活動状況、入試実施状況等大学の近

況について報告があった。 
委員による主な意見等は次のとおり。(○:質問・意見 、→:回答 以下同様) 

   ○経営学部の入試結果についてどのように考えているか。 

    →歩留り７４％と想定していたが実際には５０％台であり、想定とは異なった。 

この結果については今後の検討課題としたい。（環境学部は７０％だった） 

（２）事務局の組織改正について近況報告 

    事務局から資料に基づき、事務局組織の改正について報告があった。 
   ○入口と出口をはっきりと明確にし、国際交流を強化していくという組織改正は評

価できる。 

   ○職員数は変わらないのか。 

    →変わらない。今後、国際交流部門の強化を検討していく中で、定数の増加を設

置者に相談していくことも考えている。 

   ○女性の登用についても積極的に考えてほしい。 

（３）自己点検・評価報告書について 

    事務局から資料に基づき自己点検・評価報告書について報告があった。 
   ○評価の結果を真摯に受け止めて、是非、活用してほしい。 

   ○大学として、評価は７年間に１回しか受けないのか。 

    →法的にはそうなるが、本学の場合には設置者による評価委員会があり、毎年評

価を受けることになっている。 



 
 ３ 審議事項 

（１）平成２４年度補正予算（第３回）について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 （２）平成２５年度 年度計画（案）について 

事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 （３）平成２５年度予算（案）について 

事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

   ○環境に関する研究事業を今後とも積極的に継続してほしい。 

    →サステイナビリティ研究所を中心に、環境大学の名に相応しい事業を展開して

いきたい。 

（４）公立大学法人鳥取環境大学の規程等の種類及び制定手続等に関する規程について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（５）鳥取環境大学の組織改革に伴う関係規程、規則、細則及び要綱等の一部改正につ

いて 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（６）公立大学法人鳥取環境大学役員報酬規程の一部改正について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（７）公立大学法人鳥取環境大学審議会委員等の報酬及び費用弁済に関する規程の一部

改正について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（８）公立大学法人鳥取環境大学職員給与規程の一部改正について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
（９）公立大学法人鳥取環境大学職員育児休業等に関する規程の一部改正について 

    事務局から資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 
  

４ その他 

 （１）平成２５年度の公立大学法人鳥取環境大学経営審議会開催日程について 
    事務局から資料に基づき説明があり、審議会開催日は毎回、委員の予定を確認し

ながら決めることとなった。 


